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6 月13 日（土）午後 1 時〜 3 時　　
11 月 7 日（土）  午後 1 時〜 3 時
2 月11 日（木・祝）午後 1 時〜 2 時 30 分

令和2年度
開催予定日

編集後記
　今年の冬は暖冬とのことで、お正月も穏やかな日が続きました。最近、
地球の温暖化が話題になっていますが、やはり関係があるのでしょうか。
近年、春と秋を感じる間がないというのもよく聞かれる言葉です。四季の移
り変わりを花鳥風月で感じることは日本の伝統でしたが、これからは季節も
暑いか寒いかだけでその中間がなくなってしまうのでしょうか。
　とは言え、春と秋のお彼岸は私たちにとって大事な行事です。春のお中
日からは昼の時間が長くなり、「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉のとおり、春
の日の暖かさを感じる時期となります。
　出かけましょう、春の陽の光に包まれながらご先祖様との対話ともなるお
墓参りに。２０日のお中日には落語会も予定されています。
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御葬儀・法要の連絡は
萬福寺本堂総受付まで
　法要は「追善法要」ともいい、故人が浄土で安楽であるよう
にと願いを込めて行うものです。年忌法要は葬儀とは違い予定
が立てられます。できれば半年前、少なくとも3カ月前には準備
を始めましょう。

※梶原殿の会場使用につきましては、他社の葬儀社も利用できます。

御葬儀・法要・諸行事のお問い合わせ・お申し込み

萬福寺本堂総受付 ☎03─3771─2025

萬福寺の行事はどなたでも参加できます。

仏事のご案内 ご家族皆様で参加しましょう

3月20日（金曜日、春分の日）花まつり　4月8日（水）

新盆供養・盂蘭盆会法要　7月13日（月）

大施餓鬼会法要　7月23日（木・海の日）

秋彼岸会法要　9月22日（火・秋分の日）

するすみ祭　10月11日（日）

護持会研修旅行　秋季開催予定

鬼子母神祈願法要　秋季開催予定

本尊阿弥陀如来三尊仏の沐浴式・御開帳　12月14日（月）

歳末諷経　大般若会御祈祷諷経	 　12月31日（木）

行事予定一覧（4〜 12月）

INFORMATION

　昼と夜の時間が等しくなるこの日を境に、昼の時間が少
しずつ長くなりなっていきます。ご先祖様に思いをはせなが
ら、ご家族お誘いわ
せのうえご参詣くださ
い。午後1時から三笑
亭夢太朗師匠の落語
会、2時から法要が営
まれます。
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萬福寺の公式ホームページをご覧ください。

http://www.manpukuji.or.jp
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